
長崎市立図書館 障がい者サービス便り 
 

 

このリーフレットは、障がいのある子どもたちに、もっと図書館を楽しんでもらうため、図書館

の行事や取り組みなどを紹介したものです。ご家族、友人、先生方などに向け、発行しました。

図書館に足を運ぶきっかけになればと願っています。 

 

 

 

図書館に来てみませんか？ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NO.3 2014年 3月 15日発行（年刊） 

 

 

編集・発行 

長崎市立図書館 

〒850-0032 長崎市興善町 1-1 

TEL：095-829-4946 

FAX：095-829-4948 

おはなし会 

 

子ども映画会 

 

見学 

 

展示 

赤ちゃん    第 1木曜日   11：00～ 

               15：00～ 

小さい子向け  第 2・4木曜日  11：00～ 

大きい子向け  第 1・3日曜日  15：00～ 

 

場所  ：おはなしのへや 

所要時間：約 30分 

 

第 2土曜日 14：00～ 

 

場所：多目的ホール  

 

 

はじめて図書館に来られる方や図書館の使い方をお知りになりたい方には、館内を巡り

ながら、ご案内いたします。興味のある方は、お気軽にお問い合わせください。 

障がいへの理解を深めるため、隔月ごとにテーマを決め、本の展示を行っています。 

「手話を楽しむ」 「バリアフリーって知ってる？」 

【展示の一部】 

出張読み語り 
病院や学校、学童保育や幼稚園、保育園、特別支援学校などに出向いて、読み語りや  

ブックトークなどを行っています。  

 

「目が不自由って、どういうこと？」 



 

バリアフリー上映会を開催しました 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

病院や特別支援学校から子どもたちが来館しました。 

大型絵本や紙芝居を読んだり、パネルシアターやクイズ、歌を歌ったりなど、楽しい時間を過ご

しました。 

 

  

                       

【上映会の様子】 

 

「バリアフリー映画」とは、視覚や聴覚に障がいをお持ちの方も一緒に鑑賞できるように 

作られた映画のことです。上映中は、主音声だけでは分からない動作や情景などを声で伝える【音

【音声ガイド】が流れ、【日本語字幕】が表示されます。 

長崎市立図書館では、2012年 12月 2日(日)に「西の魔女が死んだ」、2013年 11月 2日(土)

には「ミルコのひかり」の上映会を開催しました。それぞれの上映会では手話での挨拶を始め、

映画の関連本を展示したり、図書館で利用できる点字本や布のえほん、文章を自動的に読み上

げる機器「よむべぇ」などを紹介したりしました。来場者からは、「良い経験になった」「障が

いをお持ちの方への理解が深まった」「音声ガイドが簡潔で分かりやすかった」などの感想を

いただきました。今後も、誰もが一緒に楽しめる上映会を行います。誘導のサポートが必要な

方には、図書館スタッフが最寄のバス停から案内をしています。是非一度、おいでください。 

 

【おはなし会の様子】 

 

 

図書館へようこそ 
 


